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1 . は じめに

教養部の 転換後の情報処理教育の 実施及び改善のた

め ､ 工学部と ともに総合情報処理 セ ン タ
ー が そ の

一

翼

を担う ことに な っ た ｡ 本稿は ､ 総合情報処理セ ソ タ
-

情報処理教育専門委員会におい て ､ 本学 の情報処理教

育の現状と将来の ある べ き姿 に つ い て調査 ･ 検討 した

結果の報告で ある｡

最初に ､ 現在実施されて い る教養教育として の情報

処理教育と学部で の 情報処理教育の カリ キ ュ ラ ム を紹

介する ｡ 次 に大学教育開発研究セ ン タ
ー に よ っ て実施

された ､ 学生に対する授業改善の た め の ア ソ ケ - ト調

査 の 結果を報告 し､ 併せ て こ の 結果に対する感想を述

べ る ｡ 最後に ､ 情報処理教育の 望ま しい 内容と ､ そ れ

を実施するにあた っ て の 問題点を指摘す る｡

2 . 情報処理教育の現在の カリキ ュ ラム

平成 8 年度開講の 情報処理概論系科目の 一 覧を表 1

に示す｡ また ､ 平成 8 年度開講の ､ 学部における情報

処理教育の科目 ､ 内容等 ､ 総合情報処理 セ ン タ
ー

で 調

査 した結果を表 2 に示す｡ こ の調査を実施 した目的は ､

学部 で 行なわれ て い る情報処理教育科目の うち教養科

目に振替可能なもの があるか否か ､ とい う こと で あ っ

たが ､ 表2 を見るとそ の 目論見ははずれた と言 っ て よい ｡

2 . 1 教養教育の開講クラス数と定員の推移

平成 7 年度と 8 年度の 情報処理概論系の 開講ク ラ ス

数と定員の 比較を 次に示す｡

実質 で6 0 人増加 して い る｡

前期

後期

合計

実質 *

平成 7 年度

ク ラ ス 数 定員

9 1
,
0 2 0

6 1
,
0 7 5

1 5 2
,
0 9 5

1
,
46 5

ク ラ ス 数は 1 つ ､ 定員は

平成 8 年度

ク ラ ス 数 定員

9 1
,
1 3 0

7 1
,
1 1 5

1 6 2
,
2 4 5

1
,
52 5

* 講義と演習とが対にな っ て い る科目があ る の で ､

実質的な定員は減少する｡

2 . 2 各部局の意見の要約

大学教育開発研究 セ ン タ
ー に よ っ て平成 5 ､ 6 年度

に 実施された ､ ｢ 教養教育実施 ( 情報処理科目の あり

方) に関する意見等に つ い て+ に対する学部か らの 意

見の 要約は次の通 り で ある｡

人文 :
一

般情報処理教育に つ い て は ､ 各学部が求め る

教育内容に大きな違い が存在 し､ ま た設備 ･ 人員の

面 で検討す べ き事項が多数残 っ て い るの で ､ 慎重に

考慮す べき である｡

教育 : 学生が 日常的に L A N を使 っ て ( 通常 の講義の)

レ ポ ー トを出 し､ メ
ー

ル を使 っ て あらゆ る教育 ･ 生

活 ･ 情報に ア ク セ ス で きるような環境を整え る｡ 数

年経験後に問題点を整理 し､ 検討す べ き で ある｡

法 : 実技 ･ 実験系の科目と して ､ 設備や助手
･

教務職

員等を用意で きる学部で た て て頂ければ幸い で ある｡

経済 : 希望者全員実習を伴う形で履修 できる体制に し

て 欲 しい ｡

理 : 平成 7 年度以降教育内容を変更するの で あれば､

それを見て 判断 した い ｡

医 : 実習が多くて楽 しか っ た と いう意見もあ っ たが ､

内容が 高度すぎて つ い て い けな い と言う意見が大半
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を占めた ｡ また ､ 情報処理科目 の 不要論も多く聞か

れた ｡

歯: 今後とも歯学部教育に重要で あり､ 充実させる必

要が あろう｡

工 : 全学的に人的､ 財政的に支援を行い ､ 全学生を対

象とする情報処理基礎科目 (実習付き) を開講 した

方がよい ｡ 実習､ 演習を充実 して欲 しい ｡

農 : 教養科目として は ､ 専門分野に拘わらず､ 初歩的

に共通な内容とする｡ それぞれの専門で必要とす る

もの は ､ 学部
･

学科 で教育する｡

3 . 学生に対するアン ケ
ー ト結果

大学教育開発研究セ ソ タ 一 によ っ て平成 7 年 9 月に

実施された ､ 授業改善の ため の ア ン ケ ー ト調査 の結果

のうち カリキ ュ ラ ム 改善に参考となると思われる事項

を抜粋 し､ 以下の3 .1 ､ 3 . 2 に 列挙する｡

ま た ､ こ の節の おわりにア ン ケ ー ト結果の まとめと

感想を記 した ｡

3 . 1 情報処理科目 (講義) についての アンケ ー

ト

(1) どの 学部に所属 して いますか

人 教 法 経 理 医 歯 工 農 合計.

60 8 5 8 6 3 6 5 9 7 6 2 2 5 0 1 7 6 7 1( 人)

8 . 9 1 2 . 7 1 2 . 8 5 . 4 8 . 8 1 1 . 3 0 . 3 3 7 . 3 2 . 5 1 0 0( % )

(2) 入 学年は い つ ですか ( 西 暦 の 下 2 桁)

95 94 93 9 2 9 1 9 0 8 9 8 8

5 97 5 6 1 6 2 0 0 0 0 ( 人)

89 . 0 8 . 3 2 . 4 0 . 3 0 . 0 0 . 0 0 . 0 0 . 0 ( % )

(3) こ の 講義を選択 した理 由は何 ですか( 複数回答可)

①講義概要を見て 内容に興味をも っ た

(参指定されて い た

(勤専門との 関連で 必要だ と思 っ た

④
一

般教養と して 必要だと思 っ た

(参簡単に単位が取れそうだ っ た

人 ( % )

40 7(6 0 . 7)

13 4( 2 0 . 0)

8 5( 1 2 . 7)

1 1 8( 1 7 . 6)

2 9( 4 . 3)

⑥時間割の関係で選択せ ざるをえ なか っ た2 5( 3 . 7)

⑦そ の 他 4( 0 . 6)

(4) こ の講義の難易度は ､ あなたにと っ て どうで したか

①全体と して わか りやすか っ た 6 9(2 5 . 2)

②わかりにくい 点もあ っ たが ､ 全体と して かなりわ

か りやすか っ た 28 6(4 2 . 6)

(参わか りやすい 点もあ っ た が ､ 全体と して かな りわ

か りにくか っ た 158(2 3 .5)

④全体と して わかりにくか っ た 5 5( 8 .2)

(5) 受講 して わかりにくい 点が 出て きた理 由は何だと

考えますか ( 複数回答可)

①講義の程度が高すぎる 8 0(l l .9)

②受講に要求される基礎知識が不足し て い た

2 8 4( 4 2 . 3)

③自分の勉強､ 努力が足 りなか っ た 2 41( 35 .9)

(彰単位取得の ためや むなく選択 した 1 9( 2 . 8)

(参内容に興味がもてず勉強する気になれなか っ た

32( 4 . 8)

⑥そ の他 30( 4 . 5)

( 6) 受講 の 結果 , ど の ような もの が得 られま した か

( 複数回答可)

(丑興味をも っ て い た 内容に関心 が深ま っ た

2 15( 32 . 0)

(参こ の 分野の学問に対する関心が深ま っ た

(卦体系的知識が身に つ い た

④専門の 準備と し て役立 っ た

2 05( 30 . 6)

10 1( 15 . 1)

7 0( 1 0 . 4 )

(9 教養と して の 知識や考え方が得られた 139( 2 0 . 7 )

⑥特に何も得られなか っ た

(∋そ の 他

(7) どの くらい こ の 講義に出席 しま したか

①ほぼ全回 出席 した

(塾2/3 くらい は出席 した

③1/2 くらい は 出席 した

④ほとん ど出席 しなか っ た

(8) 講義の 内容は興味あるもの で したか

①強くそう思う

②そう思う

- 23 4 -

59( 8 . 8)

8( 1 . 2 )

4 44(6 6 . 2)

156( 23 . 2)

50 ( 7 . 5)

18( 2 . 7)

190( 28 . 3 )

2 77( 4 1 . 3)



③どちらともい えない

④反対だと思う

⑤強く反対だ と思う

1 47(2 1 . 9)

37( 5 . 5)

1 7( 2 . 5 )

(9) 各 回 の 講義 ､ あ るい は全体の 授業の 内容は量的に

適切で したか

①強くそう思う

(勤そ う思う

③どちらともい えない

④反対だ と思う

⑤強く反対だと思う

143( 2 1 . 3)

2 62(3 9 . 0)

2 07( 30 . 8)

46( 6 . 9)

1 0 ( 1 . 5)

(10) こ の講義により ､ 自分 の考え方が つ ちかわれたり ､

得 ると こ ろがありま したか

①強くそう思う

②そう思う

⑨どちらともい えない

④反対だ と思う

(勤強く反対だ と思う

1 19(1 7 . 7)

2 99( 44 . 6)

1 8 8( 28 . 0)

4 2( 6 . 3)

1 9( 2 . 8)

jl l) 講義室の 状態や学生数な ど の環競は適切で したか

①強くそ う思う

②そう思う

③どちらとも い えな い

④反対だと思う

⑤強く反対だ と思う

6 9( 10 . 3)

13 2( 19 . 7)

1 9 3( 2 8' . 8)

1 5 7( 2 3 . 4)

1 1 9( 1 7 . 7)

こ の 他 の 自由意見は次の ようで あ っ た ｡

①教材が多すぎる ､ ②聴講者が多すぎる ､ ③ コ マ 数

が少ない ､ ④ パ ソ コ ン が少ない ､ (9 習得 レ ベ ル による

ク ラ ス 分けをし てほ しい ､ ⑥通年の コ マ に して ほ しい ､

(彰提出物が多すぎる

3 . 2 情報処理科目 (実習) に ついての アンケ ー

ト

(1) ど の 学部に所属 して いますか

人 教 法 経 理 医 歯 工 農 合計

47 7 3 7 6 2 6 3 3 5 0 0 1 0 1 7 4 1 3( 人)

ll . 4 1 7 .7 1 8 . 4 6 . 3 8 . 0 1 2 . 1 0 . 0 2 4 . 5 1 . 7 1 0 0( % )

(2) 入学年は い つ ですか ( 西暦の下 2 桁)

95 94 9 3 92 9 1 90 8 9 8 8

36 8 3 3 8 3 1 0 1 1 4 1 3 ( 人)

8 9 . 1 8 . 0 1 . 9 0 . 7 0 . 2 0 . 0 0 . 2 0 . 2 1 00 ( % )

(3) こ の実習を選択 した理由は何で すか(複数回答可)

人 ( % )

①計算機その もの に興味が あ っ た 13 3(3 2 . 2)

②専門との 関係で計算機の操作が必要と感じた

(将来も含めて) 8 5(2 0 . 6)

(参計算機の 操作はもはや
一

般常識だと思 っ た

14 8(3 5 . 8)

④単位が簡単に取れそうだ っ た 2 9( 7 . 0)

⑤時間割の 関係で選択せ ざるを得なか っ た

22( 5 . 3)

⑥講義と対にな っ て い る の で選択せ ざるを得なか っ

た

(∋指定 ある い は推奨され て い た

(参そ の 他

(4) こ の 実習の難易度は､ どう で した か

(彰易しか っ た

(卦普通

③難 しか っ た

37( 9 . 0)

7 9( 1 9 . 1)

5( 1 . 2)

50( 1 2 . 1)

2 08( 50 . 4)

1 5 1( 3 6 . 6)

( 5) 質問(4) で①と答えた人は ､ そ の 理由を回答 して く

ださ い ( 複数回答可)

①以前に教育機関 ( 中学 ･ 高校な ど) で計算機教育

を受けたから 1 0( 20 . 0)

(塾独学あるい は パ ソ コ ン セ ミ ナ ー な ど で勉強 し て い

たか ら 15(30 . 0)

③実習で 覚え る こ とが少なか っ た か ら 7( 14 . 0)

(彰実習の 内容自体が簡単なもの だ っ た か ら

17(3 4 . 0)

(勤計算機の 操作が面白い の で 1 2(2 4 . 0)

⑥そ の他 3( 6 . 0)

( 6) 質問(4) で(勤と答えた人は ､ そ の 理由を 回答し てく

ださ い ( 複数回答可)

①説明や指導が不十分で あ っ た から 6 4(4 2 . 4)
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②覚える ことが多すぎたから

③内容が難 しく て つ い て い けなか っ た か ら

④計算機に興味が持て なか っ た か ら

(参計算機の数が不足 して い たから

⑥そ の 他

(7) こ の 実習は有益で したか

①非常にため にな っ た

②た めにな っ た

(卦あまりため にならなか っ た

(彰全くために ならなか っ た

40( 26 . 5)

8 1(5 3 . 6)

l l( 7 . 3)

25( 16 . 6)

1 0( 6 . 6)

1 1 7(2 8 . 3)

2 4 6(5 9 . 6)

3 3( 8 . 0)

l l( 2 . 7)

(8) 質問(7)で ⑨或い は④と答えた人は ､ そ の 理由を回

答 してくださ い (複数回答可)

(彰計算機の 操作を習得すること自体に意味がな い と

感じた から 3( 6 . 8)

(塾自分が使える計算機と実習の計算機とが全く異な っ

て い たか ら 6(1 3 . 6)

③全然理解で きなか っ た から 36( 59 . 1)

④計算機の数が少な く て 実習で きなか っ た か ら

⑤そ の 他

7( 15 . 9 )

9(2 0 . 5)

(9) 実習 で有益だ っ た の はどんな こ と ですか (複数回

答可)

(丑計算機 の操作手順

(参計算機の 動作原理

③ア プリ ケ - シ ョ ソ ( 応用)

④プ ロ グ ラ ミ ソ グ

⑤そ の他

23 2(5 6 . 2)

5 8( 1 4 . 0)

プ ロ グ ラ ム の使 い 方

8 4(2 0 . 3)

1 2 5(3 0 . 3)

15( 3 . 6)

ilo) こ の 実習にどのくらい 出席しま したか

(丑ほ ぼ毎回 出席 した

(参半分程度は出席 した

③ほとんど出席しなか っ た

3 6 2(8 7 . 7)

4 0( 9 . 7)

7( 1 . 7)

(彰実習時間以外も少 しは操作 した ことが ある

2 15( 52 . 1)

③実習時間以外に操作する時間が正 規の 実習時間と

同程度で ある 74( 17 . 9)

④実習時間以外に計算機を操作 して い る方が 多い

45( 10 . 9 )

(12) 質問jll) で③或い は④と答えた人は ､ そ の 理由を回

答 して ください ( 複数回 答可)

①計算機の 台数が不足 して い る の で ､ 実習時間に操

作で きない か ら 3 6(3 0 . 3)

(塾実習時間は人が多くて落ち着い て計算機を操作で

きな い から 2 6(2 1 . 8)

(参謀題が多い た め ､ 実習時間内に終える ことが でき

な い から 5 0(4 2 . 0)

④実習と関係なく計算機を操作 したか っ た から

(参そ の他

4 6(3 8 . 7)

8( 6 . 7)

(1 3) 実習 の 目的等が 明確で ､ ス ム
ー

ズ に実習を行うこ

とが で きま したか

①強くそう思う

②そう思う

③どちらで もな い

(彰反対だ と思う

⑤強く反対だと思う

j14) 実習の テ ー

マ や内容は適切 で したか

(彰強くそう思う

(致そ う思う

(卦どちらで もな い

④反対だ と思う

⑤強く反対だ と思う

7 3( 17 . 7)

1 58 (38 . 3)

1 1 5( 27 . 8)

4 8( l l . 6 )

1 4( 3 . 4 )

66( 16 . 0 )

1 83(4 4 . 3)

1 2 9(3 1 . 2 )

2 0( 4 . 8 )

1 0( 2 . 4)

(15) 解説ある い は課題の 説明と実習時間の 配分はどう

(ll) 実習時間以外にも計算機を操作 して いま したか

(事実習時間以外で は操作 した ことはない 7 2( 1 7 . 4)
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で したか

(丑適当で あ っ た

②実習時間を長くする方が よ い

(勤実習時間を短くする方が よ い

1 98(4 7 . 9)

1 64(3 9 . 7)

4 0( 9 . 7)



(16) 計算機の 台数に対する受講者数は適切で したか

(丑受講者数は計算機の 台数と同じ程度にす べ きだ

15 0(3 6 . 3)

②受講者数は計算機の 台数の 2 倍程度にす べ きだ

③現状の ままで もやむを得ない

④現状の ままで よ い

7 1( 17 . 2)

9 7(2 3 . 5)

8 9(2 1 . 5)

j17) 指導者の数は十分で したか

(丑十分では ない が現状のままで もやむを得ない

1 44(3 4 . 9)

②操作に慣れるま で は受講者1 0 人に対 し 1 人程度の

指導者が必 要だ 116(2 8 . 1)

(卦操作に慣れるま で は受講者2 0 人 に対 し 1 人程度の

指導者が必 要だ 6 5( 15 . 7)

④現状のままで よい 7 8( 18 . 9)

(参そ の 他 1( 0 . 2 )

31 8) 習得ある い は習熟 した い オ ペ レ
ー

テ イ ン グ シ ス テ

ム は次 の どれで すか (複数回答可)

(むU N I X

②M S - D O S

③w i n d o w s

④o S/2

@ M a ci n t o s h

⑥そ の他

54 (1 3 . 1)

1 7 5( 4 2 . 4 )

1 52( 36 . 8)

1 5( 3 . 6)

9 3(2 2 . 5)

1 0( 2 . 4)

(19) 習得ある い は習熟した い ア プリケ
-

シ ョ ソ ( 応用)

プ ロ グ ラ ム は次 の どれ ですか (複数回答可)

(丑日本語 ワ ー ドプ ロ セ ッ サ

(参表計算

③統計

④デ ー

タ ベ
ー ス

(勤そ の他

22 4(5 4 . 2)

9 4(2 2 . 8)

7 5(1 8 . 2)

1 0 3(2 4 . 9)

1 4( 3 . 4)

¢o) 習得あ る い は習熟した い計算機言語は次の どれ で

すか (複数回答可)

(》F O R T R A N

②C O B O L

@ P A S C A L

8 6(2 0 . 8)

2 6( 6 . 3)

2 0( 4 . 8)

④C 7 6( 18 . 4)

⑤B A S I C 18 4(4 4 . 6)

⑥そ の 他 1 1( 2 . 7)

@1) オ ペ レ ー テ イ ソ グ シ ス テ ム と ア プ ]) ケ -

シ ョ ソ プ

ロ グ ラ ム の操作法のうち ､ ど
_
ちらに重点を置い た方

が よい ですか

①オ ペ レ ー テ イ ン グシ ス テ ム の 操作法に重点を置い

た方がよい 78( 18 . 9)

(卦ア プリケ -

シ ョ ソ プ ロ グ ラ ム の操作法に重点を置

い た方が よい 49(l l . 9)

(参どちらとも言えない 99(2 4 . 0)

④両方を半 々 ず つ が よい 87( 2 1 . 1)

⑤そ の他 1 1( 2 . 7 )

¢2) 計算機の操作を習得するため には ､ ど の ような形

態が望ま しい と思いますか

①計算機を自由に操作で きる環鏡があれば授業は必

要な い 4 7( l l . 4)

②単位と関係なく数回程度の セ ミ ナ ー

を頻繁に開い

て欲 しい 8 9( 2 1 . 5)

③現在の ように教養科目と して 実習を行 っ て欲 しい

7 4(42 .1)

④学部 ･ 学科 の専門科目 と して 実習を開講 して 欲 し

い

(9 そ の 他

¢3) イ ン タ
ー ネ ッ トに つ い て 質問 します

①言葉も聞いた ことがな い

(多言葉は聞いた こ とが あるが ､

③仕組みに つ い て 知りた い

④使 っ て みた い

(9 そ の 他

5 1( 1 2 . 3)

1( 0 . 2)

5 9( 1 4 . 3)

内容は知らない

13 2(3 2 . 0)

7 6( 1 8 . 4)

9 4(2 2 . 8)

1 2( 2 . 9)

こ の 他の 自由意見は次の ようで あ っ た ｡

(彰聴講者が 多すぎる ､ ②教員が少ない ､ ③ コ マ 数が

少な い ､

(3 パ ソ コ ソ が少な い ､ (参習得 レ ベ ル に よるク

ラ ス 分けを し てほ しい ､ ⑥授業時間外の利用が した い ､

⑦通 年の コ マ に して ほ しい
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3 . 3 コ ン ピ ュ ー タの利用経験に関するアンケ ー ト

総合情報処理 セ ン タ ー の 教育専門委員会が ､ 平成 7

年 2 月に実施 した ､ コ ン ピ ュ ー タ の 利用経験に関する

ア ン ケ
ー

トの 集計結果は次の とおりで ある ｡

人 (形)

回答者数 1
,
2 4 6 1 00

日本語 ワ ー ド プ ロ セ ッ サ の 使用経験

表計算の使用経験

プ ロ グ ラ ム の 作成経験

(F O R T R A N
,
C
,
B A S I C

,
P A S C A L)

P C の 環境設定の 経験

P C の 所有

75 2 60 . 4

22 1 1 7 . 7

6 4 0 5 1 . 4

1 1 5 9 . 2

2 5 2 2 0 . 2

こ の 結果に よれば ､ 比較的多数の学生が ワ ー ド プ ロ

セ ッ サ の利用や プ ロ グ ラ ミ ソ グ の経験を持 っ て い る こ

とが分か る｡

3 . 4 ア ンケ ー

ト結果の まとめと感想

上の 3 . 1 ､ 3 . 2 に 示 した ア ン ケ ー トの結果を整理 し､

こ れに対 して い ささか感想を述 べ る｡

○ 情報処理科目群 (講義) に つ い て

(1) ア ン ケ
ー

トの 名目的な回収率 (聴講登録者に対す

る割合) は75 . 1 % ､ 実質的な回収率 ( 成績評価対象

者に対する割合) は83 . 6 % で ある｡

( 2) 受講者の所属学部は満遍なく広が っ て い る｡ 入学

定員の比率よりも高い学部は医学部と工学部で ある｡

医学部と工学部との 入学定員比率はそ れぞれ4 . 3 % ､

2 2 . 0 % で あるが ､ 受講生に占め る医学部､ 工学部所

属学生の比率は11 . 3 % , 3 7 . 3 % で ある ｡ そ の他 の学

部で は ､ 入学定員の 比率 よりも､ 受講者の 比率の 方

が低い ｡ 特 に低 い の は歯学部と経済学部で ある｡ 歯

学部と経済学部との 入学定員比率はそれぞれ2 . 6 %

と14 . 1 % で あるが ､ 受講生に占め る歯学部､ 経済学

部所属学生の 比率は0 . 3 % ､ 5 . 4 % で あ る｡ 受講率が

際だ っ て 高い か低い学部で は ､ 学生に対する何らか

の 指導があ っ たも のと推察される｡

(3) 受講生の8 9 . 0 % は 入学年度の 学生 ( 第1 年次) で

ある ｡

(4) 科 目 の選択理由で最も多い のは ｢講義概要を見て+

と い う着で ､ 6 0 . 7 % に達する ｡ 20 % の 学生が ｢指定

された+ と いう理由を挙げて い る｡ 講義概要が十分

そ の 機能を果た し て い る こ とが窺える｡

(5) 講義 の 難易度に つ い て は ､ 6 7 . 8 % ､ 即 ち約2/3 の

学生が ｢ 分か り易か っ た+ と回答 して い る｡ 従 っ て

適正 な難易度の講義で あ っ たと い えよう ｡

講義が 分か りにくい 原因と して ､ ｢ 基礎学力+ と

｢ 努力不足+ とを挙げた学生が多く､ 合わせ て78 . 2

% に達する｡ 学生の 謙虚な態度に は好感がもて る｡

一

方 で 11 . 9 % の 学生が ｢ 程度が高すぎる+ と言 っ て

い る｡

(6) 聴講 の 結果 ､ ｢ 興味を持 っ て い る分野に対す る関

心が深ま っ た+ とする者が6 2 . 6 % い る｡ ま た ､ 受講

して 良か っ たとする肯定的な選択肢を選んだ者は約

90 % に達 し､ 教育効果が 上 が っ て い ると い える ｡

｢ 特 には何も得られ なか っ た+ とする者は8 . 8 % で

あ る｡

( 7) ｢ ほぼ全回 出席 した+ 者が6 6 . 2 % で ､ ｢ 1/ 3 以上出

席 した+ 老 と ｢ 1/ 2 以上 出席 した+ 老 とを合わせ る

と9 7 . 3 % で あ る ｡ ほ ぼ満足で きる出席率とい え よう ｡

( 8) 欠席ある い は遅刻 した際の対応と し て は ､ 約半数

の4 9 . 6 % が ｢ 友人か ら講義内容を聞き+ ､ 17 . 0 % の

老が ｢ 友人 の ノ ー トを写 して+ い る ｡ ｢ 担当教員に

聞く+ の は2 . 4 % と 極め て 少な い の は当然の こ と で

あろう｡

理解 で きな い 箇所が あ っ た と きに は ､ ｢ 友人に尋

ね る+ 者が圧倒的に多く ､ 5 8 . 6 % に 達す る｡ ｢ 担当

教員に尋ね る+ 老が9 . 4 % ､ ｢ 図書等を調 べ る+ 者が

8 . 8 % で ある｡

｢ 特 に何もしない+ 者は16 . 2 % で ある｡ 友人に聞

く者が 多く ､ 図書等で調 べ る老 の割合が少な い の は

現代学生気質の 反映で あろうか ｡

(9) 講義科目は自習時間を聴講 した 時間の 2 倍とる こ

とを前提に単位が設定されて い るにも拘わらず､ 自

習を全く しな い 選択肢 ｢ 特に は何もしなか っ た+ と

回答 した者が約半数49 . 5 % もい る こ とは ､ 真剣に検

討する必要がある の で はなか ろうか ｡

(1 0) 講義 の主題や テ ー

マ の 明確性 ､ 内容の 体系性､ 説

明の 仕方等 ､ 担 当教員の 講義の進め方に関する設問
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に対する回答は ､ 大多数の老が好意的な回答を し て

い る｡

尽1) 自由意見の主 なもの は次の通 り で ある｡ 受講者過

多 ､ 教材過多､ 提出物過多､ 開講 コ マ 数 の増加 ､ 計

算機の増設､ 既習得 レ ベ ル に よるク ラ ス 分け ｡

○ 情報処理科目群 ( 実習) に つ い て

(1) ア ソ ケ
-

ト の 名目的な回収率 (聴講登録者に対す

る割合) は6 6 . 0 % ､ 実質的な回収率 (成績評価対象

者に対する割合) は6 8 . 4 % で ある｡

( 2) こ の 実習を選択 した理由は ､ ｢ 計算機の 操作 はも

はや 一 般常識である+ と考えて い る老が最も多く35 . 8

% に 達す る ｡ また ､ ｢ 計算機そ の も の に興味が あ っ

た+ とする老も多く ､ 3 2 . 2 % で ある ｡ 自由選択制 で

あるから ､ 当然の 数字と い え る｡

( 3) 実習 の難易度は ｢ 易しい+ ､ ｢ 普通+ ､ ｢ 難 しい+ ､

そ れぞれ12 . 1 % ､ 5 0 . 4 % ､ 3 6 . 6 % で あ る｡ 易 しか っ

た と回答 した老にそ の 理 由を尋ね たと こ ろ､ ｢ 内容

が簡単だ っ た+ と答えた老3 4 . 0 % ､ ｢ 独学等を し て

い たか ら+ と答えた者3 0 . 0 % で あ っ た ｡ 逆 に ､ 難 し

か っ たと回答 した老の 場合に は ､ ｢ 内容が難 しか っ

た+ と答えた暑が53 . 6 % ､ ｢ 説明や指導が不十分+

と答えた老が42 . 4 % に 達 して い る｡ 元 々 の 習得 レ ベ

ル に差があ ると推察され る の で ､ や む を得な い 数字

で はな い か と考え られる｡ そ の
一

方 で ､ 既習得 レ ベ

ル に合 っ た 内容の 実習を用意す るこ と の 必要性も感

ずる ｡

(4) 実習が ｢有益だ っ た+ と回答 した者は8 7 .9 % で あ っ

た ｡ 難 しい と回答 して い て も有益だと感じて い る者

が多数い ると言うこ と で ある ｡

実習が有益で はな い と回答 した者にそ の 理 由を尋

ね た と こ ろ ､ ｢ 全然理解 で きな い か ら+ と言う老が

5 9 . 1 % で ある ｡ 何を して い るか訳も分からず実習を

した の で は ､ 有益 で はな い こ とは明らか で ､ う なず

け る理 由で はある｡ 説 明や指導が不十分で難 しい と

感 じ て い る受講者が42 . 4 % で あ っ た が ､ こ れらの 受

講者に対応するに は多く の 人手を必要とする｡

実習 で有益だ っ た の は ｢ 計算機の 操作手順を習得

で きた+ と い う回答者が圧倒的に多く､ 56 . 2 % で あ

る｡

(5) 出席状況は概ね 良好で ､ ほ ぼ毎回 出席 した老が

8 7 . 7 % で ある｡

(6) ｢ 実習時間帯以外に計算機を操作した+ 経験を持

つ 者は8 2 . 6 % に達する｡ そ の 理由は､ ｢ 課題が多く ､

実習時間内には終え る ことが できな い から+ と答え

た 老が 多く4 2 . 0 % で ある ｡ ｢ 計算機を操作 したか っ

た から+ と答えた者も38 . 7 % い る｡ こ れは積極的な

学習態度で ､ 歓迎す べ き こと で ある｡ 計算機に自由

に触れられる時間を拡大す る努力も必要で はなかろ

うか ｡

実習内容や担 当教員の 対応に つ い て は ､ 大多数が

好意的な回答を して い る ｡

( 7) 計算機の 台数は ｢ 受講者の 数と同じ程度にす べ き

だ+ と回答 した学生が3 6 . 3 % い る ｡ 一

方 で ､ ｢ 現状

の まま でや むを得な い+ ､ ｢ 現状 で よ い+ と 回 答し

た学生もそ れぞれ2 3 . 5 % ､ 2 1 . 5 % い る｡ 受講者全員

が計算機を操作できる環i=寛が理想的で あるが ､ こ れ

を現在の設備で実現す るた めには開講 コ マ 数を増加

する必 要が あり ､ 人手を要する こ とに なる ｡

指導者の 数は十分で あ っ た か否かという問い かけ

に対 し､ ｢ 十分 で はない が現状 でや むを得ない+ と

回答 した老が3 4 . 9 % で あ る ｡ ｢ 受講者1 0 名 に対 し て

1 名の 指導者が必要だ+ と 回答 した老が2 8 . 1 % で あ

る｡ 実習の成果を確実なも の とするためには､ テ ィ
ー

チ ン グ ･ ア シ ス タ ン ト等 ､ 実習補助者の 充実を図る

必 要がある｡

(8) 習得 した い オ ペ レ
ー

テ イ ソ グ シ ス テ ム は ｢ M S -

D O S + ､ ｢ W i n d o w s+ ､ ｢ U n ix + ､ ｢ M a ci n t o s h + ､

｢ u n i x + ､ ｢ O S/2+ の 順 で ､ それぞれ43 . 4 % ､ 3 6 . 8

% ､ 2 2 . 5 % ､ 1 3 . 1 % ､ 3 . 6 % の 割合 で あ る ｡ M S -

D O S が 第 1 位 で ある の は理解で きるが ､ W i n d o w s

が 第 2 位 とな っ て い る の は ､ 平成 7 年に発売された

W i n d o w s 9 5 が 新聞等で大きく報道された影響が 大

きい の で はな い だ ろうか ｡ また ､ 習得した い応用 ソ

フ ト ウ ェ ア は ｢ 日本語 ワ
ー ド プ ロ セ ッ サ+ ､ ｢ デ

ー

タ ベ
ー

ス+ ､ ｢ 表計算+ ､ ｢ 統計+ の順 で ､ それぞれ

5 4 . 2 % ､ 2 4 . 9 % ､ 2 2 . 8 % ､ 1 8 . 2 % の 割合 で ある ｡ 最

も実相的で 使用頻度の 高い 日本語 ワ
ー ドプ ロ セ ッ サ

が第 1 位で ある ことば非常に自然な結果である｡ デ
ー

タ ベ
ー ス 操作を習得 した い 学生も比較的多い が ､ こ
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れに応え る科目が平成 8 年度 1 科目新設された ｡

(9) 習得 した い 計算機言語 は ｢ B A S I C + ､ ｢ F O R T -

R A N + ､ ｢ C + ､ ｢ C O B O L + ､ ｢ P A S C A L + の 順 で ､

それぞ れ4 4 . 6 % ､ 2 0 . 8 % ､ 1 8 . 4 % ､ 6 . 3 % ､ 4 . 8 % で

あ る｡

B A S I C が 異常に高い 割合とな っ て い る の は実習

と対に な っ て い る講義の 内容に B A S I C が 含まれ て

い る こ とに よるもの と思われる｡

尽o) オ ペ レ ー

テ イ ソ グ シ ス テ ム と応用 ソ フ トウ ェ ア と

の操作法に つ い て は ､ どちらにも偏す るこ となく ､

全体 と して操作法を習得 した い と い う意向が強い よ

うに感じられる ｡ 最近急激に話題にな っ て き て い る

イ ソ タ
-

ネ ッ ト に つ い て は ､ ｢ 言葉も聞い た こ とが

ない+ 老が1 4 . 3 % い る反面､ ｢ 仕組み に つ い て 知り

た い+ 者18 . 4 % ､ ｢ 使 っ て み た い+ 老2 2 . 8 % と ､ 興

味を持 っ て い る者も少なくない ｡ こ の要望に応える

科目が平成 8 年度から 2 科目新設された ｡

(ll) 自由意見の欄に書かれた主 な意見は次の通 り で あ

る｡ 計算機の増加 ､ 少人数制､ 開講 コ マ 数の 増加､

既習得 レ ベ ル によるク ラ ス 分け ､ 計算機性能の 向上 ､

計算機使用可能時間の 延長､ 実習時間帯以外の 指導

者の常駐 ､ 通年開講｡

4 . 情報処理教育の望ましい内容と実施に際

しての 問題点

教養と して の情報処理教育の望ま しい 内容に つ い て ､

総合情報処理セ ン タ
ー

の情報処理教育専門委員会で検

討を続けてきた｡ は じめ に ､ 平成 7 年度に検討された

内容を紹介 し､ 次に平成 8 年度に検討された新 しい 内

容を示 し､ それを実施するにあた っ て の 問題点を指摘

する｡

4 . 1 平成7 年度に検討された望ましい教育内容について

総合情報処理セ ソ タ -

の 情報処理教育専門委員会で

平成 7 年度に検討された 内容は ､ 次 の 4 コ ー

ス で あ っ

た ｡ 各 コ
ー ス とも詳 しい 内容は省略 し､ 項 目だけを記

す｡

( 1) コ ン ピ ュ
ー タ の初歩 コ ー

ス ( 対象学生は全学部)

･

情報処理 シ ス テ ム と コ ソ ピ ュ
ー

タ シ ス テ ム

･
コ ン ピ ュ

ー

タ の 原理

･
コ ン ピ ュ

ー

タ の 構成

･ コ ン ピ ュ
ー

タ小史

･ ハ
ー ドウ エ ア と ソ フ ト ウ エ ア

･ デ ー

タ の 表現

･
コ ン ピ ュ

ー

タ ネ ッ ト ワ
ー ク の概要

･ O S の 概要

･ パ ソ コ ン 実習

(2) コ ソ ピ ュ
ー

タ リ テ ラ シ ー

コ
ー

ス ( 対象学生は全学

部)

･ キ ー ボ ー ド操作

･ エ デ ィ タ の操作

･ ワ
ー ドプ ロ セ ッ サ

･ 表計算 ソ フ ト ウ エ ア

･ 統計処理 ソ フ トウ エ ア

･ デ ー タ ベ ー

ス 検索

･ ネ ッ ト ワ
ー ク の 利用

･ B A S I C ､ P C- F O R T R A N に よ るプ ロ グ ラ ミ ソ グ

の初歩

･ パ ソ コ ン 実習

(3) プ ロ グ ラ ミ ソ グ コ ー

ス ( 対象学生は理 系を主 と し

た全学部)

･
コ ン ピ ュ

ー

タ の 構成

･ - - ドゥ エ ア と ソ フ トウ エ ア

･ キ ー ボ ー ド操作

･ エ デ ィ タ の操作

･ プ ロ グ ラ ミ ソ グ の手順

･

各種言語 ( F O R T R A N ､ C O B O L ､ P A S C A L ､

A L G O L ､ C な ど) の文法

･ 数値計算 ､ 統計計算

･ フ ァ イ ル の管理

･ パ ソ コ ン ある い は W S に よ る プ ロ グ ラ ミ ソ グ の実

習

(4) U N I X と コ ソ ピ ュ ー

タ ネ ッ ト ワ ー ク コ ー

ス ( 対象

学生は理系を主 と した全学部)

･ コ ン ピ ュ
ー タ の 構成

･ -
-

ドゥ エ ア と ソ フ ト ウ エ ア
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･ U N I X の 歴史

･ U N IX の コ マ ン ド

･

ワ
ー ク ス テ - シ ョ ソ の キ ー ボ ー ド操作

･

ワ
ー ク ス テ - シ ョ ソ の エ デ ィ タ の操作

･

Ⅹ ウ イ ン ドウ の利用

･ U N I X と ネ ッ ト ワ ー ク

･ w S に よ る以上 の項目 の実習

4 . 2 平成 8 年度に提案された新しい内容

上で 述 べ た 4 つ の コ
ー ス に つ い て ､ 平成 8 年度に改

め て検討 した結果次の ような内容が新規に提案された ｡

(1) 提案理 由

本学の学生に コ ン ピ ュ
ー

タ に触れる機会を広く提供

し､ ①少なく とも コ ソ ピ ュ ー

タ ア レ ル ギ ー を起 こ さな

い ようにする こ と ､ (彰コ ン ピ ュ ー

タ に興味を持たせ る

機会を与え る こ と ､ を 目的と して 上 の 4 コ
ー ス の 内容

から必要最小限の もの を取り出した ｡

(2) 教育の 内容

( a) コ ン ピ ュ
ー

タ リ テ ラ シ ー

コ
ー ス

･ パ ー

ソ ナ ル コ ソ ピ ュ
ー タ の 操作実習 : 半年 1 コ マ

( キ
ー ボ ー ド操作､ 日本語ワ

ー ド プ ロ セ ッ サ ､ 表

計算､ 電子 メ
ー

ル ､ デ
ー タ ベ ー

ス ､ イ ソ タ
- ネ ッ

ト)

･ ワ ー ク ス テ -

シ ョ ソ ( U n i x ) の 操作実習 : 半年

1 コ マ

( ワ ー ク ス テ -

シ ョ ソ との 対話､ キ
ー ボ

ー

ド操作､

簡単なU n ix コ マ ソ ド)

(b) プ ロ グ ラ ミ ソ グ コ ー ス

･ 講 義 : 半年1 コ マ

( p A S C A L ､ F O R T R A N ､ C O B O L ､ B A S I C 等

い ずれか の プ ロ グ ラ ミ ソ グ言語の解説)

･ プ ロ グ ラ ミ ソ グ実習 : 半年 1 コ マ

( p A S C A L ､ F O R T R A N ､ C O B O L ､ B A S I C 等

い ずれか の プ ロ グ ラ ミ ソ グ の実習)

(3) ク ラ ス 編成規模

実習の 場合､ 1 ク ラ ス は原則と して5 0 人以下とする

ことが望ましい ｡

(4) 実施方針

( a) コ ソ ピ ュ
ー

タ リ テ ラ シ ー

コ
ー ス あ るい はプ ロ グ

ラ ミ ソ グ コ ー ス の いずれかを ､ 原則と して ､ 全員

が第 1 年次に受講する ｡

(b) プ ロ グ ラ ミ ソ グ コ
ー ス は理工系の 学生を中心に

受講する ｡

( c) な お､ 教養科目と し て 開講され て い る科目を専

門科目と して読み 替え る こ とが可能で ある ｡

4 】 3 実施の可能性につ いて

上 の教育内容を本学の 入学者全員に実施す る場合の

可能性を探 っ て み る ｡

( 1) 学部学生数 ( 入学定員)

学部 学科 ･ 課程数

人文 3

教育 6

法 4

経済 4

理

医

歯

工

農

6

1

1

6

3

合計 3 4

学定員

2 15

43 5

29 5

3 25

195

100

60

49 7

1 6 6

. 2 8 8

入

2

(2) 入 学者全員に受講させ る場合に必要な担当者数

( a) 開講 コ マ 数

前期また は後期の半年で 1 コ マ の ､ 全学生向けの

一

般情報処理科日を開講するもの とする｡

実習を伴う情報処理科目 の 1 ク ラ ス の適正な規模

は2 0 人以下とい う詰もあるが ､ 現実的には5 0 人以下

の ク ラ ス を設ける ことは不可能で あろう｡

1 ク ラ ス5 0 人 とすると ､ 2 , 2 8 8/ 5 0 - 4 5 . 8 ク ラ ス ､

1 ク ラ ス 10 0 人 とすると ､ 2 , 2 8 8/ 100
-

2 2 . 9 ク ラ ス

が 必要 で ある｡

1 過当た り の コ マ 数は20 コ マ で ある の で ､

5 0 人/ ク ラ ス とすると ､ 月 曜日から金曜日ま で第 1

時限か ら第 4 時限まで 1 ク ラ ス 1 年を通 し て開講 し

て も6 ク ラ ス 不足する ｡

10 0 ノ､ / ク ラ ス とす ると ､ 半年に12 ク ラ ス 程度開講
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すればよく ､ 現実味を帯びて くる｡

講義と実習とが対に な っ て い る場合には開講 コ マ

数はも っ と増やす必要が ある ｡

(b) 必 要担当者数

教育に必要な担当者の数を考え てみ よう｡

1 ク ラ ス5 0 人 の場合に は ､ 2 , 2 88/5 0 - 45 . 8 人､

1 ク ラ ス 10 0 人 の 場合には ､ 2 , 2 8 8/ 100 - 2 2 . 9 人

が 必要 で ある ｡

一

般情報処理教育を専ら担当する教官が い たと し

て ､ そ の教官の 年間担当 コ マ 数を 5 とすると ､

1 ク ラ ス 5 0 人 の 場合には ､ 4 5 . 8/5 - 9 . 2 人 ､

1 ク ラ ス1 00 人 の場合に は､ 2 2 . 9/5 - 4 . 6 人

が 必要 である｡

4 . 4 問題点

以上 の分析の 結果 ､ 情報処理教育を担当する教員の

確保をどうす るか ､ が最大の問題点と して浮かん でき

た｡ こ の 問題を解決するには ､ 教養部の廃止によ っ て ､

一

般情報処理教育を担当する教員が存在 しなくな っ た

現在 ､ 各部局からの 情報処理教育担当教員の 供出など

の積極的な協力が不可欠で ある ｡

ま た ､ 今後更に検討す べ き事項 と して は ､ 次 の よう

なもの が挙げられる ｡

(1) 学生全員に必修にする の か否か

(2) 教育の 単位 (2 0 人 ､ 5 0 人 ､ 1 00 人)

(3) 講師 の確保 (大学院生､ そ の他)

¢) 教育用教材の 活用

(5) 現在開講中の 教育科目の 整理統合

5 . おぁりに

本学の 情報処理教育の 現状と将来の 在り方に つ い て

い ろ い ろ述 べ てきたが ､ 多数の学生に対 して ､ 情報処

理教育を効果的にか つ 円滑に実施す るた めには ､ 結局

の と こ ろ ､ 人､ 物､ 金をどう手当するか ､ に帰着する

と言 っ て よい であろう｡ 各方面か らの 理解と協力が求

められると ころ で ある｡
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般情報処理教育の推進体制の整

備に関する総合的研究 ; 平成 2 年度科学研究費補助

金総合研究 ( A ) ､ 研究成果報告書 ､ 代表 長谷川

利治 ､ 199 1 . 3
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ー

タ サイ エ ソ ス を い かに学ぶか ; b i t
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別冊 ､ 199 3 . 1
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表 1 平成 8 年度開講の情報処理概論系科目

科 目 名

単

位

敬

担 当 予 定 者

(部局 ･ 職)

開 講

学 期

1 単位

当りの

時間数

過当り
コマ数×

クラス数

1 クラス

当 り の

聴講者数

授 業 の 内 容

主 聴 講

対象学部

情報処 理 概論 A 4
永 井 雅 人

(経済 ･ 助教授)
第 2 期 1 5 2 × 1 2 9 5

初心 者 に対 し､ コ ソ ピ ュ ータ とは何か を

講義す る｡

経済学部

以外の 文

系学部

情報処 理 概論B 2

橘 文 夫

(総合情報処理 セ

ソ ター ･ 助教授)

第 1 期 1 5 1 × 1 12 0
計算棟 シ ス テ ム の 概要と プ ロ グ ラ ミ ソ グ

及び演習｡
全 学 部

情報処理概論C J2
石 田 千代子

(法 ･ 教授)
第1 期 1 5 1 × 1 24 0

パ ソ コ γ入 門 キ
ー ボー ド操作を は じめ

と し
､
パ ソ コ ソ を利用する た めの 基礎知

識を身に つ け る｡

全 学 部

情報処理概論C
2
石 田 千代子

第 1 期 15 1 × 3 8 0

パ ソ コ ソ演習 パ ソ コ ンを利用 して の ワ -

プ ロ と プ ロ グ ラ ミ ソ グ演習｡ 情報 リテ ラ
全 学 部

演習 (法 ･ 教授) シーを修得す る｡
(情報処理 概論C の 聴講者に限る｡)

プ ロ グ ラ ミ ソ グ

概論
2

元 木 達 也

( 工 ･ 助教授)

寺 島 和 浩

( 工 ･ 助教授)

第 1 期 15 1 × 1 2 4 0

F O R T R A N 基本文法 と プ ロ グ ラ ミ ソ グ

技法を 解説 し､ 基本的 な プ ロ グ ラ ミ ソ グ

方法論と数値計算の 初歩が習得で き る｡

全 学 部

(工学部

は 学科指

定)

第 2 期 1 5 1 × 1 2 4 0

全 学 部

(工 学部

は学科指

定)

プ ロ グラ ミ ソ グ

基礎演習
2

元 木 達 也

(工 ･ 助教授)

寺 島 和 浩

(工 ･ 助教授)

田 中 賢

(工 ･ 助手)

堀 潤 一

( 工 ･ 助手)

中 静 真

( 工 ･ 助手)

李 芭

( = ･ 助手)

第 1 期 1 5 1 × 2 1 2 0

プ ロ グラ ミ ソ グ概論を履修 した 老を対象

に ､ ワ
ー ク ス テ

-

シ ョ ソ を用い た プ ロ グ

ラ ミ ソ グ演習を行う｡ ワ
ー

ク ス テ
-

シ ョ

ソ と U N I X オ ペ レ
ー テ イ ン グ シ ス テ ム

の 基本機能と操作法が習得で き る｡

全 学 部

(工 学部

は学科指

定)

第2 期 15 1 × 2 1 20

全 学 部

(工 学部
は学科指

定)

計 算機 ネ ッ ト

ワ
ー

ク
2

橘 文 夫

(総合情報処理 セ

ソ ク ー ･ 助教授)

第2 期 1 5 1 × 1 2 0 0 u N I X の 概要と計算機ネ ッ ト ワー ク 全 学 部

情 報 と コ ン ビ
2
山 本 正 信

第 2 期 1 5 1 × 1 1 0 0

情報とはな にか｡ 情報の 表現法､ j ソ ビ ュ
ー

タの 仕組み､ プ ロ グラ ム と コ ン ピ ュ
ー

タ ､
工 学部を

除く 他の
ユ ー タ (工 ･ 教授) コ ン ピ ュ ー タ の 利用法､ コ ン ピ ュ

ー

タ と

経済社会等に つ い て 教授す る｡
学部

ネ ッ ト ワ
ー ク

概 論
2

(1旬鈴 木 一 郎

(歯病 ･ 講師)

他

第 1 期 1 5 1 × 1 5 0

コ ソ.ピ ュ ー タ ネ ッ ト ワ
ー クに つ い て 概説

し､ 構内接続 ( L A N ) か らイ ン タ- ネ ッ
卜環境 で の コ ソ ピ ュ

ー

タ の 利用法 に つ い

て
､ 主 に 利用者 の 立場か ら講義 し､ 併せ

て 実習を行う｡

全 学 部

情報検索 とそ の
2

㈹小 林 俊 一

( 災害研 ･ 教授)

伊 藤 守

(人文 ･ 教授)

永 井 雅 人

(経済 ･ 助教授)

卯 田 強

(理 ･ 講師)
価

第 2 期 1 5 1 × 1 5 0

情報科学の 基礎を概観 し､ 様々 な情報資

源を活用する こ とを 学ぶ ｡ 具体的には ､

図書資料を中心 と した文献 の 検索に つ い

文 科 系

学 部

活用 て 学習 しな が ら利用法を身に つ け る こ と

に よ り情報科学学習の 動横付け を行 い ､

併せ て 図書館利用 の 促進 を図 る｡

2 年 生

以 上
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